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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第73期

第１四半期連結
累計期間

第74期
第１四半期連結
累計期間

第73期

会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日

自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

売上高（百万円） 7,070 6,864　 27,562

経常利益（百万円） 823 768 2,775

四半期（当期）純利益（百万円） 473 349 1,672

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
429 386 1,604

純資産額（百万円） 19,475 20,516 20,451

総資産額（百万円） 28,753 31,901 32,642

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
26.09 19.26 92.06

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
26.05 19.23 91.39

自己資本比率（％） 67.5 64.0 62.3

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．第73期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業

会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災後の生産活動の回復に伴い、景気に持ち直しの

動きが見られるものの、福島原発事故による電力供給の制約や原油高の影響などにより、景気の先行きは依然とし

て不透明な状況が続いております。

臨床検査薬業界におきましては、昨年度の診療報酬の全体改定率がプラス0.19％と10年ぶりのプラス改定となり

ましたが、引き続き厳しい経営環境が続いており、各企業はより一層の経営の効率化と合理化が求められる状況と

なっております。

このような環境の下、当社グループは、国内での主力製品の売上の拡大に努めるとともに、欧米諸国を中心に海

外展開の拡大を図ってまいりました。しかしながら、国内市場では被災地域の医療機関の復旧の遅れや震災後の一

時的な需要の増加と在庫確保の動きの反動から製品全般で売上が落ち込みました。

これらの結果といたしまして、当第１四半期連結累計期間における売上高は68億64百万円（前年同期比2.9％

減）となりました。

製品の種類別区分ごとの売上高では、細菌学的検査用試薬は、食品従事者向けをはじめとして細菌検査用培地の

売上が伸びたものの、全体として伸び悩み11億30百万円（同2.0％減）となりました。一般検査用試薬は、尿試験紙

「ウロペーパー」及び「ウロペーパーα」の売上がともに伸び悩み、５億17百万円（同2.4％減）となりました。免

疫血清学的検査用試薬は、東ソー株式会社から導入・販売しているAIA関連試薬が堅調に推移したものの、便潜血検

査用試薬や汎用自動分析装置用の免疫試薬である「LZテスト‘栄研’シリーズ」の売上減少によって38億50百万

円（同3.4％減）となりました。生化学的検査用試薬は、全体として大きく落ち込み１億84百万円（同12.0％減）と

なりました。器具・食品環境関連培地は、価格競争の激化が影響し、５億90百万円（同5.1％減）となりました。その

他（医療機器・遺伝子関連等）は、LAMP法の特許料収入が売上に貢献し、５億90百万円（同3.7％増）となりまし

た。

なお、海外向け売上高は、米国及び欧州を中心に便潜血検査用試薬・装置を展開しましたが、米国の売上が堅調

に推移したものの、欧州の売上が伸び悩み３億26百万円（同5.0％減）となりました。

費用面では、製造原価の継続的な低減を進めてまいりましたが、利益率の高い製品の売上が減少したこともあ

り、売上原価率は前年同期比で同水準に留まりました。また、販売費及び一般管理費については、全般的な経費の効

率的な使用に努めましたが、前年同期比並みとなりました。

その結果、営業利益は７億35百万円（同10.7％減）、経常利益は７億68百万円（同6.7％減）となりました。な

お、四半期純利益につきましては、特別損失に東金工場の閉鎖に伴う固定資産の減損損失として２億６百万円を計

上したことにより、３億49百万円（同26.1％減）となりました。

（2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の財政状態は以下のとおりであります。

前連結会計年度末に比べ総資産は７億40百万円の減少、負債は８億５百万円の減少、純資産は65百万円増加いた

しました。

自己資本比率は前連結会計年度末の62.3％から64.0％となりました。

増減の主なものとして、資産の部では、現金及び預金が20億39百万円の減少、売上の増加により受取手形及び売掛

金が７億33百万円増加しております。有形固定資産においては、３億62百万円増加しております。これは、主に東金

工場の閉鎖に伴い２億６百万円の減損損失の計上による減少と、野木事業所におけるオペレーションマネージメン

トセンター（事務棟・製造棟）建設着工５億98百万円の増加によるものであります。負債の部では、法人税等の納

付により未払法人税等が２億88百万円減少、賞与の支払により賞与引当金が３億18百万円減少しております。純資

産の部では、配当金の支払があったものの、四半期純利益の計上により利益剰余金が22百万円増加いたしました。

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
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なお、前連結会計年度に掲げた課題については、当第１四半期連結累計期間において、次のように対処しており

ます。

①「グローバル展開の推進」の対処として、欧州各国の代理店及びユーザー対応のスピードアップを図るた 

め、アムステルダム（オランダ）に欧州事務所を６月27日に開設いたしました。

②「高付加価値製品・サービスの提供」の対処として、前処理（NALC-NaOH処理等）を行わない生の喀痰検体から

簡易・迅速に直接結核菌群を検出することができる『Loopamp® 結核菌群検出試薬キット』及び検査に必要な

『Loopamp® PURE DNA抽出キット』、『Loopamp® 蛍光測定部付恒温装置LF-160』、『PureLAMP
TM
 heater』を６

月１日より発売いたしました。

　

（4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、４億33百万円であります。

　　　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 61,950,000

計 61,950,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成23年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成23年８月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 21,770,719 21,770,719
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は100株で

あります。

計 21,770,719 21,770,719 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
－ 21,770,719 － 6,897 － 7,892

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成23年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

　　　
3,605,100 －  － 

完全議決権株式（その他） 普通株式 18,156,800 181,568  － 

単元未満株式 普通株式 8,819 －  －

発行済株式総数 21,770,719　 －  －

総株主の議決権  － 181,568  －

②【自己株式等】

 平成23年３月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

栄研化学㈱
東京都台東区台東

4-19-9　
3,605,100 － 3,605,100 16.56

計 － 3,605,100 － 3,605,100 16.56

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,045 4,006

受取手形及び売掛金 8,547 9,281

商品及び製品 2,651 2,720

仕掛品 886 903

原材料及び貯蔵品 627 604

その他 1,437 1,571

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 20,195 19,086

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 12,924 12,745

減価償却累計額 △9,277 △9,362

建物及び構築物（純額） 3,646 3,382

機械装置及び運搬具 5,005 5,117

減価償却累計額 △4,325 △4,369

機械装置及び運搬具（純額） 679 748

工具、器具及び備品 2,904 2,924

減価償却累計額 △2,558 △2,594

工具、器具及び備品（純額） 346 329

土地 4,580 4,563

その他（純額） 399 991

有形固定資産合計 9,652 10,015

無形固定資産 380 363

投資その他の資産

その他 2,419 2,443

貸倒引当金 △6 △6

投資その他の資産合計 2,413 2,436

固定資産合計 12,446 12,815

資産合計 32,642 31,901
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,614 5,544

1年内返済予定の長期借入金 286 379

未払法人税等 528 240

賞与引当金 651 333

返品調整引当金 5 4

災害損失引当金 10 1

資産除去債務 2 －

その他 2,307 2,233

流動負債合計 9,405 8,734

固定負債

長期借入金 1,214 1,071

環境対策引当金 3 3

資産除去債務 28 30

その他 1,539 1,545

固定負債合計 2,785 2,650

負債合計 12,191 11,385

純資産の部

株主資本

資本金 6,897 6,897

資本剰余金 7,892 7,892

利益剰余金 9,066 9,089

自己株式 △3,425 △3,425

株主資本合計 20,430 20,453

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 11 55

為替換算調整勘定 △91 △98

その他の包括利益累計額合計 △79 △43

新株予約権 99 105

純資産合計 20,451 20,516

負債純資産合計 32,642 31,901
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 7,070 6,864

売上原価 4,073 3,952

売上総利益 2,996 2,911

販売費及び一般管理費 2,172 2,176

営業利益 823 735

営業外収益

受取利息 0 1

受取配当金 2 5

受取賃貸料 3 34

その他 10 6

営業外収益合計 17 48

営業外費用

支払利息 1 6

為替差損 14 8

その他 2 1

営業外費用合計 17 15

経常利益 823 768

特別利益

投資有価証券売却益 5 －

投資有価証券受贈益 14 －

特別利益合計 19 －

特別損失

固定資産除売却損 0 1

減損損失 － 206

投資有価証券評価損 37 3

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 10 －

その他 3 －

特別損失合計 51 211

税金等調整前四半期純利益 790 556

法人税等 317 206

少数株主損益調整前四半期純利益 473 349

少数株主利益 － －

四半期純利益 473 349
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 473 349

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △11 44

為替換算調整勘定 △32 △7

その他の包括利益合計 △43 36

四半期包括利益 429 386

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 429 386

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
（至　平成23年６月30日）

　（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　

　　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る

四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費

（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　

　前第１四半期連結累計期間

（自　平成22年４月１日

至　平成22年６月30日）　

　当第１四半期連結累計期間

　（自　平成23年４月１日

　　至　平成23年６月30日）

　減価償却費            　205 百万円　               　235 百万円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年４月27日

取締役会
普通株式 236 13平成22年３月31日平成22年６月８日利益剰余金 

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年４月27日

取締役会
普通株式 326 18平成23年３月31日平成23年６月８日利益剰余金 

　　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

当社グループは、検査薬事業のみの単一セグメントとなるため、記載を省略しております。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

当社グループは、検査薬事業のみの単一セグメントとなるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 26円09銭 19円26銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 473 349

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 473 349

普通株式の期中平均株式数（千株） 18,160 18,165

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 26円05銭 19円23銭

（算定上の基礎）  　

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 27 35

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

― 　　―

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。　

EDINET提出書類

栄研化学株式会社(E00961)

四半期報告書

14/17



２【その他】

①決算日後の状況

特記事項はありません。

②特許係争 

当社は、独自開発した遺伝子増幅技術であるLAMP法を全世界でビジネス展開させるために、世界各国で特許出願

し、権利化を図っております。

ヨーロッパ特許庁より付与されたLAMP法基本特許に対して、平成20年７月に、米国ENZO LIFE SCIENCE, INC（以下

「ENZO社」）の異議申立てを受けましたが、平成22年８月にENZO社が取り下げたことによって、LAMP法の本質的で主

要な部分に対しては特許維持が確定いたしました。なお、口頭審理で一部却下された部分に関しましては、復活を図

るべく平成22年９月に行った分割出願が、平成23年３月に特許付与となりました。

また、米国特許商標庁（以下「USPTO」）より付与されたLAMP法基本特許は、ENZO社の再審査請求が一旦却下され

たにもかかわらず、平成22年９月にENZO社の再考請求が認められ審議が継続中であります。しかし、当件については

平成20年３月にUSPTO審判部で終結したインターフェアランス係争においてLAMP基本特許の権利維持の決定が下っ

ておりますので、当社は米国におけるLAMP法の特許維持に信念を持って、今後も権利維持の主張をしていく考えであ

ります。

一方、日本でも、平成22年10月にダナフォーム社より、日本におけるLAMP法基本特許に対する無効審判請求を提起

されました。これに対し当社は、平成23年１月特許庁に答弁書を提出しており、米国同様、日本LAMP法の特許維持に信

念を持って、権利維持の主張をしていく考えであります。

　

③剰余金の配当

平成23年４月27日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。　

（イ）配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　326百万円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・・　18円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・・　平成23年６月８日

（注）平成23年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。 　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 
   平成23年８月９日
    

栄研化学株式会社    

　 　 　 　

取締役会　御中    
   
    
 新日本有限責任監査法人
    

 
指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 山﨑　博行  　印

    
    

 
指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 加藤　秀満　　印

   　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている栄研化学株式

会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日

から平成23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に

準拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、栄研化学株式会社及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四

半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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